
（１）高知県の状況について

① 畜産の状況

（ア）土佐あかうし（２～３ページ参照）

・長期に渡り、飼養頭数やと畜頭数の減少が続いていたが、県が21

年度から産業振興計画に基づき、地産外商による大消費地への販

路拡大を進めた結果、需要が高まった。

・県では、繁殖雌牛の増頭や乳用牛への受精卵移植による肥育牛の
確保、施設整備に対する支援を実施した結果、飼養頭数は25年度
を底に増加に転じた。

・さらに、今年度からは、土佐あかうしの受精卵を移植した乳用牛
の貸し付けを行うなど、増頭対策を強化している。

・今後は飼養頭数やと畜頭数はさらに増加する見通し。

（イ）土佐和牛（黒牛）（４～５ページ参照）

・県では、土佐あかうしと同様に、繁殖雌牛の増頭や施設整備に対
する支援を実施するため、今後は飼養頭数やと畜頭数は増加する
見通し。

・具体的には、梼原町では、H28-H29に繁殖雌牛120頭規模の施設整
備をするなど、大規模畜産基地の整備や既存施設の活用により、
H32の飼養頭数で約294頭増頭する見通し。

（ウ）豚（６～７ページ参照）

・と畜頭数については、県内産の生産強化により、今後、と畜頭数

は緩やかに増加する見通し。

・また、産業振興計画に基づき、クラスター事業の活用や施設整備

に対する支援を実施することで、飼養頭数も一定増加する見通し。

・さらに、県では、TPP交渉の大筋合意を受け、本年度から県内産豚

肉を中心とした量販店での販売促進活動を行い、地産地消の拡大

を進めている。

（エ）ホルスタイン種（去勢）、交雑種

・飼養頭数（H28.2.1現在、ホルスタイン種（去勢）808頭、交雑種

207頭）については、今後は横ばいの見通し。

・と畜頭数は、交雑種の県外導入牛の増減によって大きく変動。

（オ）馬

・と畜頭数は、約140頭で横ばい。
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0
頭

、
肥

育
3
1
3
頭

）

レ
ン

タ
ル

畜
舎

に
よ

る
増

頭
（

過
年

度
分

）
梼

原
町

2
戸

1
9
頭

→
2
1
頭

・
H
2
７

:
8
頭

→
H
2
9

:
1
0
頭

・
H
2
７

:
1
1
頭

→
H
2
9

:
1
1
頭

（
梼

原
町

計
H
2
8

:
2
9
4
頭

→
H
2
9

:
2
9
6
頭

）
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（
単

位
：
百

頭
）

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
3
4

H
3
5

H
3
6

3
6
0

3
0
8

2
6
8

2
9
1

2
6
9

2
7
2

2
7
5

2
5
7

2
5
7

2
6
8

2
8
4

3
0
5

3
0
5

3
0
5

3
0
5

3
0
5

3
0
5

9
5
7

9
6
0

9
7
2

9
9
5

1
,0
0
5

1
,0
3
6

1
,0
2
6

1
,0
2
0

1
,0
2
0

1
,0
4
3

1
,0
8
1

1
,1
2
9

1
,1
2
9

1
,1
2
9

1
,1
2
9

1
,1
2
9

1
,1
2
9

4
4
6

4
3
9

3
8
1

3
6
7

3
8
5

3
6
8

3
7
3

3
6
5

3
6
5

3
8
8

4
2
6

4
7
4

4
7
4

4
7
4

4
7
4

4
7
4

4
7
4

5
1
1

5
2
1

5
9
1

6
2
8

6
2
0

6
6
8

6
5
3

6
5
5

6
5
5

6
5
5

6
5
5

6
5
5

6
5
5

6
5
5

6
5
5

6
5
5

6
5
5

注
１
：
飼

養
頭

数
は

各
年

度
２
月

１
日

現
在

の
数

値
注

２
：
県

内
と
畜

頭
数

は
各

年
４
月

１
日

か
ら
翌

年
３
月

３
１
日

の
数

値
注

３
：
県

外
産

の
と
畜

頭
数

に
つ
い
て
は

、
H
2
7
実

績
で
固

定
し
予

測
注
４
：
H
2
7
ま
で
は
実
績
、
H
2
8
以

降
は

予
測

注
５
：
県

内
産

豚
の

県
外

で
の

と
畜

頭
数

は
、
H
2
7
実
績
で
1
1
,1
9
5
頭

う
ち
県

内
産

う
ち
県

外
産

豚
の

飼
養

頭
数

お
よ

び
県

内
と

畜
頭

数
の

予
測

年
度

飼
養

頭
数

県
内

と
畜

頭
数

0

2
0

0

4
0

0

6
0

0

8
0

0

1
,0

0
0

1
,2

0
0

1
,4

0
0

H
2

0
H

2
1

H
2

2
H

2
3

H
2

4
H

2
5

H
2

6
H

2
7

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

H
3

2
H

3
3

H
3

4
H

3
5

H
3

6

頭 数 （ 百 頭 ）

と
畜
頭
数
（
全
体
）

飼
養
頭
数

と
畜
頭
数
（
県
外
産
）

と
畜
頭
数
（
県
内
産
）
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豚
の

産
地

と
出

荷
頭

数

幡
多

農
高

畜
試

高
知

農
高

奈
半

利
町

１
戸

1
､
２

０
0
頭

室
戸

市
１

戸
1
,1

８
７

頭

南
国

市
１

戸
５

頭
高

知
市

２
戸

1
４

３
頭

佐
川

町

四
万

十
町

４
戸

1
５

､
７

７
５

頭

四
万

十
市

１
戸

５
７

頭

土
佐

清
水

市
２

戸
1
､
0
1
９

頭

大
月

町
１

戸
１

､
２

０
８

頭

宿
毛

市
２

戸
５

､
０

８
９

頭

ク
ラ

ス
タ

ー
事

業
に

よ
る

増
頭

（
次

年
度

以
降

計
画

分
）

四
万

十
町

1
戸

母
豚

:1
0
0
頭

増
H
2
7
:5

0
0
頭

→
H
3
0
:6

0
0
頭

出
荷

頭
数

増
：

1
0
0
頭

×
2
.5

回
転

×
1
0
頭

産
＝

2
､
5
0
0
頭

市
町

村
ご

と
の

頭
数

0
～

9
9
9
頭

1
､
0
0
0
～

4
､
9
9
9
頭

5
､
0
0
0
～

9
､
9
9
9
頭

1
0
､
0
0
0
頭

～

高
知

県
の

養
豚

農
家

数
及

び
頭

数
（

H
2
8
.2

.１
現

在
）

1
6
戸

2
５

､
７

３
３

頭

ク
ラ

ス
タ

ー
事

業
に

よ
る

増
頭

（
次

年
度

以
降

計
画

分
）

四
万

十
町

2
戸

母
豚

:1
8
5
頭

増
H
2
7
:4

1
5
頭

→
H
3
1
:6

0
0
頭

出
荷

頭
数

増
：

1
8
5
頭

×
2
.5

回
転

×
1
0
頭

産
＝

4
､
6
2
5
頭

高
知

県
広

域
食

肉
セ

ン
タ

ー
処

理
頭

数
・

県
内

の
み

H
2
7
：

4
､
3
1
8
頭

四
万

十
市

営
食

肉
セ

ン
タ

ー
処

理
頭

数
：

9
7
､
6
5
0
頭

・
う

ち
県

内
H
2
7
：

3
2
､
1
4
5
頭

・
う

ち
県

外
H
2
7
：

6
5
､
5
0
5
頭

レ
ン

タ
ル

畜
舎

に
よ

る
増

頭
（

次
年

度
以

降
計

画
分

）
大

月
町

1
戸

母
豚

:4
5
頭

増
H
2
7
:9

8
頭

→
H
3
0
:1

4
3
頭

出
荷

頭
数

増
：

4
5
頭

×
2
.5

回
転

×
1
0
頭

産
＝

1
､
1
2
5
頭

ク
ラ

ス
タ

ー
事

業
に

よ
る

増
頭

（
H
2
8
実

施
分

）
四

万
十

町
1
戸

母
豚

:8
5
頭

増
H
2
7
:4

1
5
頭

→
H
2
9
:5

0
0
頭

出
荷

頭
数

増
：

8
5
頭

×
2
.5

回
転

×
1
0
頭

産
＝

2
､
1
2
5
頭

レ
ン

タ
ル

畜
舎

に
よ

る
増

頭
（

H
2
8
実

施
分

）
宿

毛
市

1
戸

肥
育

舎
2
棟

増
築

に
よ

る
事

故
率

の
低

下
出

荷
頭

数
増

：
H
2
7
:3

､
7
8
2
頭

→
H
2
9
:4

､
0
0
0
頭

(2
1
8
頭

増
)

→
H
3
0
:4

､
1
8
0
頭

(3
9
8
頭

増
)

→
H
3
1
:4

､
3
5
0
頭

(5
6
8
頭

増
)
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② 食肉センターの現状

（ア）高知県内の現状

A高知県広域食肉センター（高知市）

・昭和55年（1980年）３月建設
・設置者：高知県広域食肉センター事務組合（四万十町以東の28市

町村で構成、事務局は高知市農林水産課）
・管理者：（一社）高知県中央食肉公社（食肉公社）

会員：《市関係》高知市・安芸市・須崎市
《農業団体》全農高知県本部（全農)・外2団体及び11農協
《食肉事業団体》高知県中央食肉事業協同組合（食肉組合）

・使用者：全農・食肉組合
・食肉センター全体で71名が従事(H28.1.1時点)
・と畜頭数（平成27年度）：牛2,153頭、豚4,318頭、馬139頭
・主に県内全域の牛、四万十町以東の豚（牛の約６割は県外産）及
び高知市の馬をと畜

・収支（平成27年度）：34,967千円の赤字

B四万十市営食肉センター（四万十市）
・昭和42年（1967年）建設
（建物は老朽化。Ｈ８年度に施設改修（440,000千円））
・設置者：四万十市長
・管理者：四万十市
・使用者：四万十市
・食肉センター全体で134名が従事(H28.1.1時点)
・と畜頭数（平成27年度）：牛1,047頭、豚97,650頭
・主に豚をと畜（7割は愛媛県産の豚、3割は四万十町以西の豚を、
香川県等の業者が集荷）

・収支（平成27年度）：33,369千円の黒字
・耐用年数は経過しているが、既存施設を補改修し使用している。
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県
内

食
肉

セ
ン

タ
ー

の
現

状
に

つ
い

て

精
肉

ホ
ル

モ
ン

出
荷

～
食

肉
流

通
の

流
れ

（
牛

）

食
肉

セ
ン

タ
ー

全
農

小
売

り
業

者
内

臓
業

者
食

肉
組

合

枝
肉

生
体

県
内
食

肉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況

内
臓

畜
産

農
家

出
荷

衛
生

検
査

格
付

け
セ

リ
※

冷
蔵

保
存

加
工

消
費

者

と
畜

解
体

加
工

加
工

加
工

加
工

食
肉

公
社

愛
媛

県
か

ら
豚

6
5
,1

8
5
頭

高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー

・
昭
和
5
5
年
（
1
9
8
0
年
）
３
⽉
建
設

・設
置
者
：
高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
（
四
万
十
町
以
東
の
2
8
市
町
村
で
構
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事
務
局
は
⾼
知
市
農
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⽔
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課
）

・管
理
者
：
（
⼀
社
）
⾼
知
県
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公
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（
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⾁
公
社
）
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員
：
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係
》高
知
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市
・須
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市

《農
業

団
体
》全
農
高
知
県
本
部
（
全
農
)・
外
2
団
体
及
び
1
1
農
協

《食
肉
事
業
団
体
》高
知
県
中
央
食
肉
事
業
協
同
組
合
（
食
肉
組
合
）

・使
用
者
：
全
農
・食
肉
組
合

・食
肉
セ
ン
タ
ー
全
体
で
7
1
名
が
従
事
(H
2
8
.1
.1
時
点
)

・と
畜
頭
数
（
H
2
7
年
度
）
：
⽜
2
,1
5
3
頭
、
豚
4
,3
1
8
頭
、
馬
1
3
9
頭

・主
に
県
内
全
域
の
牛
、
四
万
十
町
以
東
の
豚
（
牛
の
約
６
割
は
県
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及
び
高
知
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収
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高
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⽤
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⽅
の
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セ
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タ
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⽤

四
万
十
市
営
食
肉
セ
ン
タ
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・昭
和
4
2
年
（
1
9
6
7
年
）
建
設

（
建
物
は
⽼
朽
化
。

Ｈ
８
施
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改
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4
4
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0
千
円
）
し
使
用
）

・設
置
者
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四
万
⼗
市
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理
者
：
四
万
⼗
市
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用
者
：
四
万
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市
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肉
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タ
ー
全
体
で
1
3
4
名
が
従
事
(H
2
8
.1
.1
時
点
)

・と
畜
頭
数
（
H
2
7
年
度
）
：
⽜
1
,0
4
7
頭
、
豚
9
7
,6
5
0
頭

・主
に
豚
を
と
畜
（
7
割
は
愛
媛
県
産
の
豚
、
3
割
は
四
万
十
町

以
⻄
の
豚
を
、
香
川
県
等
の
業
者
が
集
荷
）

・H
2
7
収
支
：
3
3
,3
6
9
千
円
の
⿊
字

高
知

県
広

域
食

肉
セ

ン
タ

ー

四
万

十
市

営
食

肉
セ

ン
タ

ー

四
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十
町

肉
用
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1
6
戸

1
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4
4
頭

豚
4
戸

1
5
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7
5
頭

東
洋

町
肉

用
牛

１
戸

3
頭

室
戸

市
肉

用
牛

5
戸

8
7
頭

豚
１

戸
1
,1

8
7
頭

奈
半

利
町

肉
用

牛
２

戸
6
6
頭

豚
２

戸
1
,2

0
0
頭

田
野

町
肉

用
牛

１
戸

2
1
7
頭

安
田

町
肉

用
牛

３
戸

2
3
4
頭

北
川

村
土

佐
市

肉
用

牛
2
戸

1
4
頭

安
芸

市
肉

用
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戸

1
0
頭

芸
西
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香
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4
戸

1
1
頭
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国
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用
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戸

2
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豚
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戸
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６
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２
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潮
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２
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２
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２
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４
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４
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四
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な
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。
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（イ）四国内の状況

・11の食肉センター（うち高知県は２か所）が存在。この中で、国

の補助事業の規模要件（豚換算でおおむね700頭/１日）を超えるの

は１か所のみ（愛媛県）。

・徳島県では、（株）谷藤ファーム（三好郡東みよし町）が、平成28

年３月、牛と畜専門の「にし阿波ビーフ食肉センター」を設立。

海外輸出に対応した設備を有し、今後ハラール認証やHACCP認証を

取得予定。

・愛媛県では、（株）JAえひめアイパックス（大洲市）が、施設が老

朽化したため、平成28年６月、運営するJAえひめを中心に関係者

による「食肉処理施設整備構想検討協議会」を設置。平成32年度

の施設稼働を目指し、輸出やHACCPの導入も含めた整備方針を検討

中。
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平成 28年 10月 6日

高知県広域食肉センターあり方検討委員会 殿

全国農業協同組合連合会高知

高知県中央食

高知県広域食肉センターのあり方に関する今後の対応について

高知県広域食肉センターあり方検討委員会 (以下「委員会」という。)において示され
た高知県広域食肉センター (以下「食肉センター」という。)の置かれた厳しい経営状況
に鑑み、高知県とも協議を行ない、食肉センターの経営改善とその後の対応にういて、
実施できる方策について整理しましたので、お示しします。

特にJAグル‐プとしましては平成 31年の県域 JA統合計画を踏まえ、JAグループ
として確認したことを申し添えます。

委員会において協議していただきますよう、お願いいたします。

1 当面の経営改善について (詳細は別紙資料)

出荷団体として実行可能な対策を確実に実施することにより、平成 31年度まで
に順次経営赤字の縮減を図り、収支均衡を目指します。

収支試算は、不確実な要素を極力排除し、確実な対策を積み上げた試算をお示
しします。

平成 29年度以降、平成 31年度までに発生した赤字につぃては、高知県広域食
肉センター事務組合にこの事業計画の 2分の 1を限度に負担をお願いし、残余
は出荷団体が負担します。

上記の方針に基づき、下記 2の新施設に移行するまでの間は現施設を使用し、
と畜・流通業務を継続することをお願いします。

2 新施設の整備について

高知県に中心となっていただき、速やかに新たな検討委員会を立ち上げ、新施

設整備の検討を進め、早期の実現を目指 します。

○新施設の建設に当たっては、国・県・市町村のご指導をいただき、公設民営

を基本に検討委員会であらゆる可能性を検討 します。

○新施設の運営は JAグループが中心となって担いますが、県 0市町村の関わ
りについても検討委員会で協議をお願いします。

以上

①

②

③

④
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U紙資が

1. 経営改善の対策

(1)収入増加策
① 処理頭数の増頭について (不確実な要素はJ卜除した)

ア. 土佐和牛については県の産業振興計画による増頭計画と同数とする。
イ。 食肉事業組合の頭数は平成 27年度実績をベースに、増加が確実と見込
める頭数とする。(平成 29年度より2頭/月 の増頭 :各年度)

ウ。 肉豚については現行の集荷農場に加えて(県の産業振興計画 (窪川養豚
クラスター事業)による増頭分の集荷努力を行ない、最低でも増頭分の
1/2相当を集荷する。                  1資料①

② と畜料金の改定について

ア。 と畜料金を改定し、大動物 3,000円 /頭、小動物 100円 /頭の値上げを
行なう。

(2)経費の考え方について
ア.光 熱水費は頭数増減による大きな変動は見られないので平成 27年度
実績を据え置く。

イ.燃 料費は燃料加算金 (サーチャージ)を設定しているため27年度実績
を据え置く。

ウ.修 繕費・委託費・その他事業管理費は27年度実績を据え置く。(修繕
費は近年では最大である。)

工。 なお、公社の事業計画において詳細を詰めるが、経費の削減について提
案し、協力する。

・委託業務費

… 光熱水費

・と畜の効率化
・その他

2.経営収支の見通し陰料C

①上記 1.の対策を実施することにより、不確実な要素を極力排除し、確実な対策
を積み上げた試算とする。

② 経費の削減を実施し、収支均衡を目指す。
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3.赤字の補てん

① 赤字補てんに対する事務組合の負担は、この事業計画の 2分の 1を限度にお
願いする。

② 平成 29年度以降、平成 31年度までに発生した赤字については、従前の対応
を踏まえ出荷団体が残余を負担する。

③ 平成 32年度以降、新食肉センターの運営開始までは収支均衡とし、赤字が発
生しても出荷団体が負担する。

4。 その他

① 仮に、日蹄疫のような病気の蔓延、災害や事故に伴う大規模な修繕が必要な場
合は、高知県を含めて別途協議する。

② 上記の方針に基づき、新施設に移行するまでの間は現施設を使用し、と畜・流
通業務を継続する。
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資料①

平成29年度以降と畜頭数試算

肉用牛集荷頭数

全農は県の産業振興計画および生産者の意向調査等に基づく

食肉事業組合は29年度から2頭/月 の集荷増 (集荷努力は尽くすが、

それ以上の増頭分は+α )

肉豚 (廃豚含)集荷頭数

奈半利 :増頭計画

四万十 :産業振興計画による増頭の少なくとも1/2を集荷

馬集荷頭数

全農
小計 食肉事業組合 合計

褐毛 黒毛 その他

H27実績 317 548 81 946 1,207 2_153

H28見込み 300 548 80 928 1,207 2,135

H29計画 340 548 80 968 1.231 2.199

H30計画 446 548 80 1,074 1.255 2.329

H31計画 ，
′
′
叶 548 80 1,107 1,279 2,386

」 A名 土佐あき室戸 土佐あき奈半剰 畜産試験場 四万十 廃豚、その他 合計

H27実績 210 362 う
０ 3,037 579 4,318

H28見込み 200 600 130 2,500 60C 4,030

H29計画 200 1.000 130 3,418 62C 5,368

H30計画 200 1.000 130 4.668 620 6.618

H31計画 200 1.000 130 6.574 620 8.524

H27年実績 H28年計画 H29年計画 H30年言十画 H31年計画

139 139 139 139 139

27年度実績を据置き
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資料②

と畜頭数の増加とと畜料金の改定による経営収支の改善

大動物:3.000円 、小動物100円のと畜料金増

牛
1量墾塩
豚
  1層筆箋

馬
  「彊鷹覇F

と畜料金収入
収入増
(対H27比 )

H27実績 2,153 4,318 139 49,834,985

H28見込み 2,135 -18 4,030 -288 139 0 48:869,753 -965,232

H29計画 2,199 46 5,368 1,050 139 0 60,557,105 10,722,120

H30計画 2,32g 176 6,618 2,300 139 0 66,180,705 16,345,720

H31計画 2,386 233 8,524 4,206 139 0 71,829,409 21,994,424

H27及びH28のと畜料金は、牛17,720円、豚2,244円、馬14,347円、
H29年以降は、牛20,720円 、豚2,344円 、馬17,347円で試算
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資料③
一般社団法人高知県中央食肉公社収支計画

収

　

　

入

収支科目/年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

使用料,解体料,冷蔵保管料,内臓処理料 60,557,105 66,180,705 71,829,409

処理頭数 大動物

小動物

２

　

５

338頭

368頭

２

　

６

468頭

618頭

２

　

８

525頭

524頭

運営管理負担料,格付手数料その他 18,912,654 18,912,654 18,912,654

事業収入計 (a) 79,469,759 85,093,359 90,742,063

事業外収入計 (b) 2,602 2,602 2,602

出荷団体使用料充当額 (c) 8,000,000 8,000,00C 8,000,00o

収入合計(a)+(b)|(c)=lAl 87:472,361 911"|,901 9,,7“:001

支

　

　

出

人件費 (給料,職員手当) 23,635,890 23,635,890 23,635,890

退職金 0 0 0

役員報酬 3,000,000 3,000,000 3,000,00C

その他(報償費,共済費,福利厚生費,賃金他) 12,475,447 12,475,447 12,475,447

一般管理費計 (d) 39,111,337 39,111,337 39,111,337

光熱水費 31,714,629 31,714,629 31,714,629

燃料費 4,566,175 4,566,175 4,566,175

修繕費 4,750,916 4,750,916 4,750,916

委託費 20,795,711 20,795,711 20i795,711

その他 4,492,502 4,492,502 4,492,502

事業管理費計(e) 66,319,933 66,319,933 66,319,933

公益事業費計 (0 50,001 50:001 50=001

支出合計(d)|(し )十10=IB〕 loo401271 100,401,271 lo5,4311271

実質収支不足mlAHB〕 -18,008,910 -12,385,31C -6,736,606

実質収支不足額の補てんについて

支援負担金・補助金 支援負担金・補助金 支援負担金・補助金

構成市町村負担金 9,000,000 6,000,000 3,000,00C

出荷団体 (全農高知・食肉事業組合 ) 9,0081910 6,385,310 3,736,60C

計
△
目 18,008,910 12!385,310 6,736,606
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平成 28 年 11 月 10 日

1

「高知県広域食肉センター」のあり方について

高知県農業振興部

はじめに

「高知県広域食肉センターあり方検討委員会」（以下「委員会」という。）において、

高知県広域食肉センター（以下「食肉センター」という。）の今後のあり方について

の議論が行われていますが、高知県としては、畜産振興における食肉センターの重要

性に鑑み、施設の更新を行い存続させるべきとの立場から、全国農業協同組合連合会

高知県本部（以下「全農」という。）・JA グループとの協議も踏まえ、今後の食肉セ

ンターのあり方に対する考え方を以下のとおりまとめました。

１ 基本的な考え方

・ 第三期産業振興計画では、土佐あかうしや四万十ポークなど県内外で評価の高

い畜産物を、地産外商の重要な品目として位置づけ、生産基盤の強化を図るとと

もに、販路拡大に向けた取り組みを進めている。

・ 加えて、こうした取り組みを核として、食品加工、流通販売、レストランなど

の関連産業を集積させ、地域地域により多くの雇用を生み出す､「畜産クラスター」

の形成に向けた取り組みを進めており、既に、嶺北地域や四万十町においては、

土佐あかうしや四万十ポークなどのクラスタープロジェクトがスタートしている。

・ そうした取り組みの中で、食肉センターは、と畜やセリ、加工、流通販売など

の機能を通じて、生産の拡大や食肉加工による畜産物の高付加価値化、地産外商

の強化や県民への安全・安心な食肉の供給といった、いわゆる川上、川中、川下

の取り組みを好循環させ、拡大再生産につなげていく重要な役割を担っている。

・ 仮に食肉センターが廃止され、県外でと畜することになると、輸送コストの増

大や価格の低下などにより、例えば土佐あかうしでは、小規模な生産農家が多い

ことから、廃業や規模縮小が懸念される。

・ このように、食肉センターは本県の畜産振興のために必要不可欠な施設であり、

県内に存続すべきものと考える。

・ そこで、

① 食肉センターの主要な構成員である全農と高知県中央食肉事業協同組合が

中心となり、JAグループの支援も得て、平成29年度以降の経営赤字を縮減し、

現在の食肉センターの経営改善に道筋をつけるとともに、

② 県が中心となり、市町村、JA グループ（全農含む）等と連携して、新施設

の整備に向けた検討を進め、早期の実現を目指す。
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平成 28 年 11 月 10 日

2

２ 新施設の整備について

（１）基本方針

・ 新施設は、現在の食肉センターの機能を基本に、と畜機能、流通機能、その他

必要な機能を備えたものとする。

・ ブランド化、海外への輸出等にも対応するとともに、食の安全を求める県民の

ニーズに対応できる、高度な衛生管理を実現できる施設を目指す。

・ 将来の生産頭数の変動、管理運営経費の縮減等を考慮しつつ規模を決定する。

・ 新施設の管理運営は、JA グループが中心となって担う。

（県・市町村の関わりは検討会で協議）

（２）検討の体制

・ 県から、事務組合（28 市町村）代表、JA グループ、生産者、加工流通業者、

食肉センターの運営等に関し高い識見を有する専門家等に参加を要請し、新たな

検討会（以下「検討会」という。）を設置する。

・ 検討の進行に応じて、事務組合の 28 市町村以外の市町村の参加を要請する。

・ 事務局は、県が担う。

（３）経費の負担

ア 検討に要する経費

・ 検討会の開催経費等、検討に要する経費は、県において負担する。ただし、市

町村、関係団体等の委員の経費については、参加する市町村、団体等が負担する。

イ 施設整備に要する経費

・ 新施設の規模、機能、事業費等については、検討会において協議・検討し、決

定する。

・ 整備に要する経費の負担は、現在の食肉センターの整備、大規模改修の際の負

担区分等を勘案し、検討会で協議する。

（４）今後想定されるスケジュール

・ 速やかに検討を開始する。

・ 来年８月頃を目途に取りまとめを行う。
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